
『研究と活動の報告』 

富⼠⼭南麓における森林の復元活動 

  － 2020年の活動報告・2021年活動計画 － 

自然再生活動部会／中村華子 
 

 山の自然学クラブは 2003 年から、関東森林管理局静岡森林管理署と協定を締結して、富士山国

有林で森林復元活動を行っています（「協定の概要」および図-1，2 参照）。協定は現在、2016 年 4
月 1 日に更新して、2021 年 3 月 31 日までの 4 期目となり、2021 年 4 月からの 5 期目に向け手続

きをしています。2019 年から広まった新型コロナウイルス感染症の感染拡大にはすべての社会活

動が多大な影響を受けてしまいました。この活動でもいろいろな影響がありましたが、関係各位

の協力により継続した成果を収めることができました。それらの対応を含めて 2020 年の活動と

2021 年の活動計画についてご報告します。 

協定の概要 「富士山森の復元活動」国民参加の森林づくり／社会貢献の森 
  場所：富士山国有林 200林班 た小班4.56 ha（図-1） 
  活動内容：「観察・記録・刈り出しなどの手入れを行い、従来の富士山の植生への復元・

  最善の育林方法の実施を目的とする行動」「環境教育を目的とした活動」 

  協定期間：2016 年 4 月 1 日－2021 年 3 月 31 日（2016 年に更新し、4 期目） 

協定林

図-2 協定林の場所 富士山南麓・富士市大

淵  
図-1 富士山周辺の地形陰影図 
 国土地理院 陰影起伏図（部分） 

写真-2 西臼塚付近の広葉樹林（2019 年 8 月）
写真-1 被災直後のヒノキ人工林 
（活動地隣の 199 林班）富士森林管理署 10 年
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 2020年も概ね前年までと同様に年間を通じ季

節に応じた活動を計画していましたが、2020年前

半は新型コロナウイルス感染症の影響で春～夏ま

での活動は非常に難しくなりました。この活動で

もどうするか非常に悩ましい状況でしたが、不幸

中の幸いというべきか、2020年には外部から大人

数の団体を受け入れる予定がなかったので、他の

団体さまに大きなご迷惑をかけることにはならな

かったのは幸いでした。しかし、4月7日から5
月25日（地域により異なる）にかけて緊急事態宣

言が出され、ほとんどの宿泊施設や公共施設など

が利用・使用できなくなってしまいましたので、

どの活動も休止せざるを得なくなりました。緊急

事態宣言の期間終了後、その時点でわかっている

範囲の文献や情報を収集して方針を検討いたしま

した。そして活動内容に応じた参加方法を検討し

て、継続して行っている森林の保育活動を、会員

中心に実施することにいたしました。 
 その際、活動に参加していただく方には目安や

方針をお伝えしなくてはならないと考えましたの

で「活動・行事参加についての考え方」（文末の添

付資料，2020 年 6 月 10 日版）をホームページに

公開した上で、2020年度活動の日程を公開し、参

加者の募集を始めました。日頃活動に参加して下

さっている方には直接ご説明の連絡を差し上げま

した。これにより、社会人の皆さんは各自の判断

においてご参加いただくことで活動を再開、可能

な方にいらしていただくことができました。しか

し大学生や高校生など、特に毎年実験実習の一環

として位置付けて、種子採取活動等を一緒に行い、

種子の調整・保存や発芽実験、そして苗の育成を

行ってくださっている東京農業大学の治山緑化工

学研究室のみなさんとご一緒できるかどうかはぎ

りぎりまで調整が必要でした。大学生は4月から

の前期は大学構内への立ち入りも制限され、東京

から離れて実家に戻っている学生も多く、フィー

ルドでの活動がほとんどできていない状態でした。

最終的には福永先生が実習の一環として学生さん

を参加させることをご判断くださって、10月の1
回の活動は学生さんたちとご一緒できました。 
現地講座として実施した日程（2020年は本活動

中、7月の活動を第455回講座、10月の活動を第

462回現地講座として観察会を実施しました）、主

要行事の内容を表-1にまとめました。 

 
表-1 季節に合わせたおもな現地活動と講座の内容 2020年 

 このほか、苗や資材の運搬、現地調査のため数回現地活動を行っています。また種子の調整や苗の 

 育成に関連した作業・活動、打ち合わせや研修等を都内、東京農業大学等にて数回実施しました。 

日程 行事・作業内容 人数 

2020年 
5月10日 

（都内 打合せ・作業） ※随時 
 部会メンバーによる活動計画検討・実施・とりまとめ 
 東京農大にて 活動日程／種子採取／苗育成等について打ち合わせ 

5 

7月18－19日 ＜夏の植樹と保育作業＞＜下刈り、密度調整作業＞ 
 ・ススキ・低木下刈り、ツル切り作業、補植 ／・広葉樹の補植 250本 
＜富士山現地講座（第455回）・夏の観察会＞ 

8 

9月26－27日 ＜森林復元活動＞＜秋の種子採取活動・1＞ 
 ・種子採取（カエデ属・ほか） 

9 

10月10－11日 ＜秋の種子採取活動・2＞＜富士山現地講座（第462回）・秋の観察会＞ 
 ・農大から育成した苗を持参、仮植え 15樹種 
 ・種子採取（堅果属・低木類ほか） 
 東京農業大学治山・緑化工学研究室（福永先生＋学生10名参加） 

19 

10月17－18日 ＜秋の種子採取活動・2＞＜富士山・秋の観察会・2＞ 
 ・種子採取（堅果属・低木類ほか）  ・ミズナラほか広葉樹苗 100本植栽 

16 

10月20日， 
11月1－20日 

＜採取種子の調整・精選と取り播き～苗育成作業＞ 
 主に東京農大にて、採取した種子の整理、調整、精選作業ととりまとめ、 
 種子の取り播きと翌年春播きによる発芽勢の確認～苗の育成作業 

27 

 



 

 

 この活動は、どなたでもいつでもご参加いただ

けるよう、ホームページに日程や活動内容を公開

しています。近年、富士山で植樹等の活動をした

いと問い合わせをしてくださる企業等が増えてい

ます。団体の植樹等の活動を受け入れできる団体

は少ないことが一つの要因としてあると考えられ

ますが、もう一方の事情として、企業や組合など

の活動として植樹を希望する団体の多くが単発、

もしくは数回程度のイベントの延長のような形で

ボランティア活動を考えているという日本らしい

特徴もあると考えています。自然保護とは、大き

なスケールや長期間を見据えた活動の中で考えて

企画実施する場合を除けば、人間が1回イベント

を行うことで守られる性質のものではなく、自然

と人間とがお付き合いを継続する中で可能となる

ものだと思います。活動やその意義を広く知って

いただくこと、資金集め等の目的に応じて広報や

行事を行うことは大切なことだと思いますが、た

とえば「植樹祭」自体・だけでは自然保護とは言

えません。当会は団体を積極的に受け入れたいと

考えています。その際は「活動に参加」下さるよ

うお願いしています。 

 

種子を採取した樹種  
 毎年、富士山南麓において苗を作るための種子

を採取しています。2020年は初夏のサクラ類の種

子採取は行いませんでしたが秋季、9月と10月に、

自生の個体と見られる母樹からの種子採取を行い

ました。富士山南麓の低山帯における広葉樹天然

林の主要構成種のひとつであるブナ科高木につい

て最初に述べます。ブナは前回2017年に豊作（充

実した堅果は少なかった）になりましたが、2020
年はそれ以来の豊作になりました。前回充実した

種子が多かったのは2013年でしたので、7年ぶり

の本格的な豊作です。苗が育ってくれ、現地へ持

っていくのが楽しみです。ミズナラは昨年が隔年

の豊作年でしたので今年は結実した個体数は多く

ありませんでしたが、堅果のついた母樹を見つけ、

少し採取することができました。そのほか、2020
年に種子を採取した樹種は以下の通りです。イタ



ヤカエデ、ウリハダカエデ、オオモミジ、カジカ

エデなどカエデ属の高木6種、その他の高木類（ヤ

マボウシ、マユミ、ナナカマド、ミズキ、オオウ

ラジロノキ、サワグルミなど）、中低木 11 種（ア

ブラチャン、ツリバナ、ウメモドキ、ガマズミ、

カマツカ、ゴマギなど）以上25種の種子を採取し

ました。現地や会員宅、東京農業大学などで育苗

して、順次、現地へ戻していく予定です。 
 採取に参加、協力してくださった東京農業大学

のみなさん、参加者のみなさま、ありがとうござ

います。みんなで育てて富士山に里帰りさせるの

が楽しみです。 
 

現地への苗の運搬と仮植え  

 10月の活動の際に、東京農大の学生さんが大学

で育てた苗を現地へ持って来て下さいましたので、

参加者のみなさんで仮植えしました。このときは

イトマキイタヤ，ウリハダカエデ，オオイタヤメ

イゲツ、オオモミジ，ガマズミ，カマツカ，クロ

モジ，コブシ，サンショウバラ，ナナカマド，マ

メザクラ，マユミ，ミヤマイボタ，ミヤマガマズ

ミ，ヤマボウシ、以上合計15樹種、122ポットを

運搬、仮植えしました。しばらくの間現地環境に

慣らしつつ、もう少し大きく育ったら活動地内に

移植（補植）したいと思います。 
 

森づくりの活動評価＜炭素吸収量＞について －2020年の実績 
 私たちの活動している協定林がどのくらいの炭素を吸収しているのか毎年記録しています。2020年の実

績を計算致しました。この計算値は林野庁の作成した幹の体積（材積）から計算する簡易な計算方法で計

算したもので、実際に現地で測定した値ではありませんが、おおよその効果を判定することはできると考

えられています。幹材積は、樹木の種類と林齢から平均的な幹材積を調べる「収穫表」を利用します。静

岡県から頂いた収穫表によると、15年生広葉樹林の材積は30 m3/ha、20年生で45 m3/ha、この間の年間材

積成長量は3.0 m3/haだということです。林野庁によると、森林吸収量は以下の計算方法を使って推定しま

す。以上の情報から計算した、静岡県に位置する山の自然学クラブ協定林（4.56 ha＝45,600 m2）における

2020年活動による炭素吸収量は欄内の通りです。 
  吸収量（炭素トン／年） 
    ＝幹の体積の増加量（m3／年）×容積密度（トン／m3）×拡大係数×炭素含有率 

 

2021年以降の活動について 

 2003年から始めたこの活動も15年以上継続してき

たことになります。同じ場所に携わり、変化を見続

けることができ、森林・生態系の成り立ちを深く理

解する体験ができていると考えています。新しい参

加メンバーも毎年加わってくれる中で様々な経験を

楽しみ、さらなる継続性も期待しています。活動地

が低木林になり、鳥や昆虫などの生き物も増えまし

た。自生の実生も多く見られます。 

 富士山は活火山ですので、いつ、どのような変化

が起きるかわかりません。また、近年は温暖化によ

る気象条件の変化が指摘されていますが、降雨条件

の変化は現地でも体験しています。さらに各地で問

題となっていますが、ニホンジカやイノシシ等の増

加による影響も大きくなっています。富士山国有林、

植林地周辺でも対策が取られていますが、なかなか

十分に効果を上げることができていません。動物た

ちの影響については、うまく調節しながら遷移を進

 富士山森林復元活動における、森林整備及び補植による年間炭素吸収量 
  作業内容：下刈り等保育（4.56 ha） 2020年補植 350本 
  場所：静岡県 林種：広葉樹人工林 1999-2000年に初期植栽（遷移の始まり）林齢＝20年 

内容 年間固定量 
林齢 20年（齢級4）  保育作業 4.56 ha 27.17 トン 
補植 広葉樹苗 350本  60 cm×直径 2 cm 0.04 トン 
炭素固定吸収量  27.21 トン 



めるよう、適切、適応的な対応が必要だと考えてい

ます。 
 山や自然が好きな当会の会員、部会員にとって、

他ならぬ富士山で活動を続けられることは大きな楽

しみです。「環境の保全を図る活動」を目的とした

NPO法人の活動として森林復元に関わる活動に様々

な体験や観察を加えた活動を継続してきました。活

動を通じていろいろな経験を積んで頂くことができ

ていると思います。森林復元の対象地が自立した天

然の森林になる様子を観察し、参加して下さるみな

さんと意識を共有しながら、ともに成長したいと思

います。 
 これからもこれまで同様、季節に応じた森林再

生・復元活動と一緒に、天然林や樹木の観察会、

現地講座を随時行っています。 
 この活動は自然学の普及・啓発としても最適な

活動であると考えています。一般の方に参加して

頂きやすい行事や団体・企業の受け入れ等も増加

するように広報等を行いたいと思います。今後も

ご参加、ご協力をお願い申し上げます。 

 

2020年のトピック：ナラ枯れが静岡県東部地域に

拡大 

 ヒトもウイルスに翻弄された年となりましたが、

2020年、富士山ではカシノナガキクイムシが爆発

的に増加し、多くのミズナラが枯死してしまいま

した（写真は 2020 年 9 月、十里木高原のミズナ

ラ被害木）。ミズナラは現在、私たちが活動してい

る富士山の「ブナ帯」の中で最有力構成種といえ

る位置を占めています。そして、森林生態系にと

って、大量の葉を毎年落とし、隔年に大量のドン

グリを落とすなど大きな生産量をもつ影響力の大

きい樹種だといえます。哺乳類、爬虫類、昆虫な

ど森の生き物に大きな影響があることが考えられ

ます。これからの生態系、植生の変化に注目して、

観察していきたいと考えています。 

 
 
 富士山の森林復元活動は、今年もたくさんの方々からの 
ご協力を頂いて進めることができました。深く御礼申し上 
げます。活動に参加して下さり、協力や御寄附を頂いた 
みなさんの他、下記の助成、寄附を頂きました。ありがと 
うございます。 
 セラニーズジャパン株式会社 
 三井住友銀行ボランティアスタッフYuiのみなさま、 
  公益財団法人国土緑化推進機構 緑の募金 
 日野グリーンファンド 活動助成 
  ふじさんネットワーク 富士山環境保全事業補助金 
 
Yahoo! 募金のご寄附（広報にご協力お願いします） 
 Yahoo!「ネット募金」で富士山森林復元活動への募金を採用して頂いております。引き続きご協力下さ

いますようお願いします。 http://donation.yahoo.co.jp/detail/1832001/ 
 

東京農業大学からの協力について 
 活動で採取した種子の多くを、東京農業大学 治山・緑化工学研究室にて精選・管理・保存して下さっ

ているほか、植栽用の苗木育成も一部お願いしております。また富士山の活動に関わらず、会の活動全般

に関して様々な面でサポートを頂いております。福永先生、橘先生をはじめとする研究室の皆様の多大な

るご協力をここに記し、深く感謝申し上げます。 




